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国家ライセンス（技能証明）を取得するには？

実地試験※

パターン①

学科試験 身体検査

指定試験機関 登録講習機関

➕

学科試験 身体検査

指定試験機関

実地試験

※登録講習機関にて【座学・実技講習➕修了審査合格】すると実地試験が免除

パターン②

・ 指定試験機関にて受験した場合の合格率は低く、また国家ライセンス制度が始まって日も浅い
ことからノウハウが確立されていない状態にあります。

WEB WEB 会場：沖縄県

WEB WEB or 会場（県外） 会場：県外



指定試験機関
技能証明試験を実施する上で国土交通省が指定した機関のことを指します。公平中立の観点から全国1
法人と指定されており、現在、一般社団法人日本海事協会（ClassNK）になります。自動車免許で例
えると、免許センターに相当します。

参照）（一社）日本海事協会_無人航空機操縦士試験_https://ua-remote-pilot-exam.com/



登録講習機関
国が定める施設及び設備、講師などに関わる要件を民間事業者になります。自動車免許に例えると、教習所に
相当します。 
（一社）災害ドローン沖縄ORGは令和5年7月21日付けで国土交通省より登録講習機関として認可されました。



登録講習受講前の手続き
①技能証明申請者番号の取得
DIPS2.0（ドローン情報基盤システム）にて、ご自身の技能証明申請者番号を取得します。 
二等無人航空機操縦士【新規】　→手数料3,000円※試験・登録講習終了時に支払い

②試験申込の利用者登録
無人航空操縦士試験(ClassNK）にて”受験資格の確認”、”試験申込み”を行います。 
二等学科試験　→試験費用8,800円 
※試験会場の選択や支払い（クレカ払い）の入力はCBT試験システム（PROMETRIC） 
にて登録します。

③身体検査の申請
ClassNKのアカウントを登録完了後、身体検査の申請を行います。 
申請方法は書類または会場での受験となります。 
【書類受験の場合】→受講料5,200円 
・運転免許証 
・指定航空身体検査医による航空身体検査証明書 
・医療機関の診断書※一等25kg以上のコースを受講する場合は必須 

【会場受験の場合】→受講料19,900円 
・指定試験会場（沖縄県外）



登録講習受講後の手続き
①実地試験の免除申請
登録講習機関にて【座学・実技講習➕修了審査合格】すると実地試験が免除になります。 
→修了審査合格後、受講生に電子化された『無人航空機講習修了証明書』を発行します。 
　受理後、ClassNKから「試験を探す >【実地試験】回転翼(マルチローター)講習修了証明書の提出(免除
申込み)」をクリックして実地試験の免除の申請をしていただきますお願いいたします。 
※7営業日以内にメールが届かない場合は下記に問い合わせてください。 
無人航空機操縦士試験機関ヘルプデスク  050-6861-9700 
受付時間:9:00～17:00（土日・祝日・年末年始を除く）

②試験合格証明書の発行
　実地試験免除の申請通過後、試験合格証明書の発行を申請するためにClassNKから「試験を探す >試験
合格証明書発行の申込」をクリックします。 
※7営業日以内にメールが届かない場合は無人航空機操縦士試験機関ヘルプデスクに問い合わせてください。

③技能証明書の交付申請
　試験合格証明書を受理後、技能証明書を交付申請するためにDIPS2.0から「技能証明の取得申請 >技能証
明書の新規交付」をクリックします。※申請の際、①無人航空機講習修了証明書と②試験合格証明書の電
子ファイルが必要になります。申請後、郵送にて技能証明が国より送付されます。申請から郵送まで数ヶ月
を要する場合有り。 
※7営業日以内にメールが届かない場合は無人航空機操縦士試験機関ヘルプデスクに問い合わせてください。



無人航空操縦士試験(ClassNK）



CBT試験システム（PROMETRIC）



1.講習科目免除について 
①民間の管理団体等が発行する技能認定証 or 修了証を保有 
②無人航空機の飛行に係る許可・承認書を保有

登録講習について
経験者扱いとなり、 
講習時間を短縮できる

初学者向けカリキュラム 経験者向けカリキュラム

初学者は座学１０時間以上、実技１０時間以上の講習が 
必要になります。実技講習は受講生の習得スピードによ 
って各々異なります。



2.修了審査の受験資格について 
①講習カリキュラムを全て修了していること 
②受講開始から1年以内であること 
③筆記試験に合格していること

修了審査の受験資格有り

3.修了審査の内容について 
①机上審査 
②口述審査（飛行前点検） 
③実技審査 
④口述審査（飛行後の点検及び記録） 
⑤口述審査（事故、重大インシデントの報告及びその対応）

修了審査は、100点の持ち点
からの減点採点法とし、各審
査科目修了時に、７０点以上
の持ち点を確保した受講者を
合格とする。



①机上審査



②口述審査（飛行前点検）



③実技審査



GNSS、ビジョンセンサー等の水平方向の位置安定機能ON

GNSS、ビジョンセンサー等の水平方向の位置安定機能ON

GNSS、ビジョンセンサー等の水平方向の位置安定機能OFF



④口述審査（飛行後の点検と記録）



⑤口述審査（事故、重大インシデントの報告及びその対応）



4.受講料について 
二等無人航空機操縦士（初学者向け講習）310,000円（税抜） 
二等無人航空機操縦士（経験者向け講習）  70,000円（税抜）

厚生労働省人材開発支援助成金の 
『事業展開等リスキリング支援コース』を活用することで 
助成給付金（経費助成率75%）が受け取れます。



事業展開等リスキリング支援コースについて

・経験者向けカリキュラムでは訓練時間10時間未満となり助成対象外となりますが、個別に実地講習を補習として訓練時間を
追加する事は可能です。追加受講料は不要です。 
・民間操縦士資格を取得の際に事業展開等リスキリング支援コースを活用をご検討の方は申請前に沖縄助成金センター 
（098-868-1606）へご確認の上、お申し込みください。


